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会長挨拶 

お久しぶりです。皆さん、夏休
みは いかが お過ごしです
か。本日、２１日は残念ながら
コロナに負けて休会です。 
今は、コロナという化け物に
より多くの痛みを伴うときに
違いありません。と同時にこ
れまで向けてこなかった本質
を見つめる機会でもあるので 

はないでしょうか。先週の８月１５日は終戦の日でし
た。１９４５年８月６日に広島、そして８月９日に長崎
に原子爆弾が落とされました。この時期になると 
この時の報道がよく流されます。本日は、同じ第２次世
界大戦でもドイツに目を向けてみたいと思います。ナ
チス強制収容所を生きぬいた 
ウ”ィクトル E・フランクルという心理学者のかきあげ
た本。「夜と霧」・・多くのかたがご存じと思います。こ
の本は最初からひきこまれます。 
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度をとるのかという価値が残されていることに気が
ついた彼は、これこそが生命の本質的なかちである
と、言いました。 
コロナ騒動による制限は②の価値を奪いましたが，
①の創造を促してもいます。③の態度価値について、
みずからに問うことを可能にしてくれているでしょ
う。今、ロータリーの例会は、②の価値、体験価値は
奪われました。この時期に①創造的価値・・あらゆる
工夫を凝らし③態度価値・・どのような態度をとるか
で今年度にふさわしいロータリー活動を実施しま
す。ウ”ィクトル E・フランクルは、本の最後にこう
書いています。 
「そしていつか、開放された人びとが強制収容所の
すべての体験を振り返り、奇妙な感覚に襲われる日
がやってくる。収容所の日々が要請したあれらすべ
てのことに、どうして耐え忍ぶことができたのか、わ
れながらさっぱりわからないのだ。そして、人生に
は、すべてがすばらしい夢のように思われる一日が
あるように、収容所で体験したすべてがただの悪夢
以上のなにかだと思われる日も、いつかは訪れるの
だろう。ふるさとにもどった人びとのすべての経験
は、あれほど苦悩したあとでは、もはやこの世には神
よりほかに恐れるものはないという、 
高い代償であがなった感慨によって完成するのだ。」 
今、コロナの中、終戦記念日を考えてました。そして、
「夜と霧」を手にしてひさしぶりに読み返しました。
胸の鼓動が強くなります。 
私は、人生の状況に左右されない幸せは、すべて自分
の中にあると思いました。必要なのは、それに気づく
こと。９月例会でメンバーみなと再開できることを
祈念します。 

最後に「ランドセル俳人の五・
七・五」 小林凜 発行所：株
式会社ブックマン社 のなか
より、一つ紹介させてくださ
い。 
ブーメラン  
返らず蝶と  
なりにけり 

「これは事実の報告ではな
い。体験記だ。」・・・・・ 
この言葉で始まります。 
人間にとって極限の状況を生
き抜いた彼は「それでも生き
る価値はあるのか？」と自ら
に問い、生命には３つの価値
があるという結論に至りまし
た。 

①創造的価値 
形あるものないもの、経済的価値を生むもの、そうでな
いもの。私達は生きて、あらゆるものを創りだす。 
②体験価値 
肉体を持って、個として生きることで、さまざまな体験
ができる。 
③態度価値 
尊厳を奪われた極限の状況においても、どのような態 
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幹事報告                 村田 誠一君 広報・雑誌・会報委員長       久留宮 秀郎君 

スマートフォンでおなじみのアプリですがロータリ
ー２７６０地区のアプリが昨年度から運用されてい
ます。まずは App Storeから２７６０で検索しても
らうと rotary２７６０が出てきます。無料ですので
安心してインストールしてください。 
地区内の行事のお知らせ、ガバナー方針、委員会やク
ラブの情報などを得ることができます。RIの情報も
最新のものが掲載されています。今回の一押し情報
は初の女性 RI会長が選任されたことです。 
２０２２‐２３年度国際ロータリー会長として、ウィ
ンザー・ローズランド・ロータリークラブ（カナダ、
オンタリオ州）会員のジェニファー E. ジョーンズ
氏が指名されました。１１５年に及ぶロータリーの
歴史で初の女性会長となります。  
ほかの対抗候補者が出ない限り、ジョーンズ氏は１
０月１日に正式に会長ノミニーとなります・・・・続
きはアプリをインストールしてお読み頂ければと思
います。 

コロナ騒ぎが始まり早くも 6
ケ月が過ぎました。 
未確認のウイルスということ
もあり全容解明まで、まだ時
間がかかりそうですが、旅行
業界に身を置くものとして前
向きな見解を知る事が出来ま
したので皆様にお伝えしたい
と思います。 

「バイオガイア」(無名)というスウェーデン本社の外
資系バイオ企業の日本法人の社長の野村 慶太郎氏で
す。チチヤス時代に発掘した会社で、「ロイテリ菌」と
いう世界最強の乳酸菌を医療現場で活用する仕事をし
ておりまして、PCR 検査をしょっちゅうやってる会社
です。野村氏のフェイスブック抜粋です。 
(本人に掲載許可はもらっています。） 
日本が完全にオカシイ。もうヤバイぐらいに変だ。 
小池百合子女王の街・東京では連日数百人の「PCR 陽
性者」が発見されて、感染者が全国に広がっているよう
な報道だが、チョイ待てや。 
ウチは菌の専門企業なので昔から菌の種類を判別する
のにしょっちゅう PCR検査を使ってきたし、PCRを普
段から使う医療関係者なら知っている常識だが、 
あれは「感染者数」じゃなくて「陽性者数」だ。 
いいか、ど素人のテレビコメンテーターども。 
決して「感染者」ではない。あくまでも「陽性者」であ
る。その中には「感染」に至っていない「曝露者」が大
勢いる。コロナウィルスが細胞に侵入したら「感染」な
のだが、その前に、ほとんどが自然免疫で処理されてし
まう。更に「感染」しても普通は T 細胞が細胞ごと破
壊する。だから、ここまで「曝露者」と「感染者」の 98％
が「自然免疫」で片付いてしまう。今の統計を正確に読
み込むと分かるけど、「PCR陽性者」（曝露者+感染者）
のうち約 98％が、無症状か風邪程度で治っている。 
国による違いがあるがコロナは「日本人の場合」、曝露
力は強いが、感染力が弱いから、重症者も死亡者も大変
少ない。 
1、陽性反応者 
単にウイルスが「曝露」（ばくろ・体の中に入る）した
だけで、「感染」（細胞の中に入って増殖する）には至っ
ていない人。免疫にやっつけられて破壊されたウイル
スの残骸が出てきただけの人 
2、感染者 
ウイルスが細胞内に侵入した人。無自覚、無症状多数。 
3、患者 
発症してる人。 
そして死亡者は全然増えていない。 
なのになんでこんなの国を挙げて第二波だの緊急事態
宣言だのと騒いどるんだ？ 
なんで NHKも保健所までただの陽性者を「感染者」と
呼んだり「患者」と呼んだりするんだ？ 

皆さん８月の例会が中止とな
りましたか如何お過ごしでし
ょうか。９月の例会まで少し
時間がありますが、まだまだ
予断を許さない状況です。今
回は特に報告することがあり
ませんので２７６０地区のア
プリについてお知らせしま
す。 
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月 日 今後の例会予定 

8 
21 休会 

28 休会 

9 

4 

卓話 名古屋市港防災センター 
防災教育アドバイザー  

近藤 ひろ子さん 
17F「コスモス」 

11 敬老例会 
17F「コスモス」 

18 ガバナー補佐訪問 
17F「コスモス」 

25 休会 

10 
2 卓話 
9 卓話 
21 ガバナー公式訪問 

 
 
 
 
 
 
 
 

一体どうしてしまったのだ？日本は。 
ノーベル賞の山中伸弥先生まで出てきて「厳重警
戒」だの「元の生活にはもう戻れない」だの withコ
ロナだのアフターコロナの「時代」だの、 
なんかもう人生がめっちゃ変わるかのような報道
合戦だが…山中先生…どうしちゃったの？ 
ワシ大ファンだったのに…。 
コロナ、日本は絶対もうすぐ終わるぞ？ 
まるでマスコミが大騒ぎして煽って第二次世界大
戦に突入していった頃の日本に戻ってないか？ 
日本人、テレビの見過ぎでバカになったのか？ 
 
もうひとりご紹介させて頂きます。 
現役のお医者さんの私見です。 
テレビも地方自治体の首長も危機を煽った方が自
分達の利益になるからねえ。 
日本の自殺は年間2万人。交通事故の死者年間3000
人。インフルエンザでの超過死亡 1シーズン 3000‐
5000人。さてこの数字をどう考えるか? 
このコロナ騒動は効く効かないに関わらずワクチ
ンが開発され、2 類指定感染症から外れた時に治ま
ります。という私見でした。 
ただ感染力はある意味強いので、あえてかかる必要
はありません。 
手洗いマスク目を掻かないなどには留意して通常
通りの日常生活を営んで下さい。 
1 日も早い今までの生活に戻ることを期待したいと
思います。 

◆ガバナー公式訪問について 

10/15 に予定しておりましたガバナー公式訪問
（名古屋名駅・丸の内・名古屋みなと合同例会） 
ですが、10/21（水）に名古屋みなと単独で開催致
します。 
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